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コンタク ト・ゾー ンにお けるエス ニ ックフー ド・ビジネス

横浜市鶴見区の沖縄 ・南米系飲食店 ・物産店か ら

安 井 大 輔

0は じめに

本稿では、 日本の都市にある さまざまな異文化が共存する地域 を、多文化接触領域(コ

ンタク ト・ゾー ン)と して とらえ、地域のエスニ ックフー ド・ビジネスに注 目す る。そ し

て地域の フー ドビジネスの現場 における異なる文化やエスニシティをもつ集団や個人の コ

ンタク トを描 き出す。

食は共同性やアイデ ンテ ィテ ィの核 となる一方で、異文化 を排斥 した り否定 した りする

装置に もなる。このフー ドの持つ性質を、 コンタク ト・ゾーンの文脈に当てはめると、 コ

ンタク トの様々な形態が食堂や物産店の空間とそこを訪れる人々の間の関係 に現れて くる

と考え られる。コンタク ト・ゾー ンのフー ドビジネスは、エスニ ックマ イノリティにとっ

て自文化への愛着 を高め異なる文化を否定 し排斥する場なのか、それともマ イノリティと

マジョリティが同 じ食事 を楽 しむものとして融和 し交流する場なのか。

エスニ ックフー ド ・ビジネスの場におけるコンタク トの諸相を観察す ることで、異 なる

文化 をもつマ イノリテ ィどうし、あるいはマイノ リテ ィとマジョリティの関係を検証する

ことが本稿の 目的 となる。

1研 究の背景

近年、 日本ではニューカマーである 日系 ブラジル人をは じめエスニックマ イノリティが

人数、種類 ともに増 えつつある。彼 らの多 くは一時的 な出稼 ぎ者 として来 日する ものの、

日本での就労や婚姻等 に伴い定住する傾向にあ り、 日本の行政機関において も彼 らを同 じ

地域 に生 きる住民 として共に生 きていこうとする多文化共生の取 り組みが増えている。そ

の ような多文化共生の事業の一環 として、異なる国や地域の人々の多彩な食事や衣装な ど

の文化を紹介するイベ ントが開かれることも多い。
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しか しこ ういっ た多文化 共生 事業 にお け る異 文化 の 「食fbod」 、「衣 飴shion」、「祭

飽stiva1」 は3Fと して批判 される対象に取 り上げ られることが多い。すなわち、自治体や

国際交流団体の施策 として行われるイベ ン ト型事業で演出 され るこれ らの 「楽 しい」3Fは 、

異文化への親 しみを高めることはで きても、地域の外 国人が抱える構造的差別や偏見など

の問題を覆い隠 して しまうとい うのだ(竹 沢2009)。 しか もそうしたフェステ ィバルの場

に現れる商品化 されたフー ドや ファッションなどが、文化を代表す るもの としてフェティ

シズムの対象 とな り、本質主義的にとらえられ、対象 とされている文化のイメージを固定

化 して しまうという。

確かに行政やNGO・NPOに よる事業にはこの批判が当てはまる例 も多い。だが、この

ように食や衣 を等閑視 してみるの も疑問だ。 これ らの批判では、イベ ン トに関わってエス

ニ ックフー ドを出 している人びとの多 くが、地域 に暮 らし地元のエスニック レス トランで

働いている外国籍住民であることは見落 とされて しまう。実際のエスニックフー ド・ビジ

ネスが展開 される過程において も、様々な葛藤や問題が生 じているのではないか。 これ ら

地域の フー ドビジネスに関わ る問題 は差別や偏見 など根源 的な問題 と地続 きであ り、3F

として一律 に切 り捨て られるようなものではない。

一方で、これ らの事業は、幅広い層の 日本人に多文化共生への入口として一定の役割 を

果た しているというこ とも見逃 してはならない。 もちろん3Fだ けで構造的差別が解消す

るとは言 えない。 しか し、社会心理学などの先行研究では、マイノリティなど他集団との

接触が偏見を低減 させるという仮説が唱え られ、日本で も外国人との接触機会が多い日本

人には偏見が少ない ことが報告 されている(Allport1954冨1968;大 槻2006)。3Fを 介 した

マイノリテ ィとの接触 を入口に偏見や排外意識は緩和 されることが予測 され、その ような

役割 を軽視 してはならないだろう。多文化共生事業を批判す るのはたやすいが、批判的状

況の中で行われるミクロな実践 こそをみるべ きではないか。

筆者 は上記の ような観点か ら様 々な文化、エスニ シティをもつ人々が暮 らす地域のエス

ニ ックフー ド ・ビジネスを調査 して きた。本稿では、そのデー タ(1)に 基づ き、飲食の場

におけるマイノリテ ィやマジ ョリテ ィによるコンタク トの実態を報告す る。そ してフー ド

ビジネスは本当に異文化への親 しみを高める効果 しかないのか、 より深い関係へつなが る

ような開かれた可能性 を有 していないか、検証することを試みる。

〔1)なお本稿で用いるデー タは2007年10月 、2009年2月 と8月 、2010年8月 と9月 に行われた筆

者自身の調査結果による。調査は主に対象地域の物産店や食堂の関係者に対するインタビューおよび店で

の実際の観察を通して行われた。
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2研 究射 程一 コン タク ト ・ゾー ン とエス ニ ックフ ー ド ・ビジネ ス

2-1社 会背景

近年、 日本では移民のエスニ ック ・コミュニティと地域住民 との齪酷、葛藤、衝突、共

生が問題 となって きている(奥 田ほか1994)。 このような状況か ら、 日本で もホス ト社会

と移民文化の関係 について数多 くの研究がなされて きた。 ただ しそこでは精神的 な意識変

容 と物理的な移動現象 は別個に問題設定がなされ、両者を統合 して とらえる視点 と方法 を

有 してい るものは少なかった。 しか しグローバル化に伴い多文化化す る今後の移民研究に

おいては、個人 と集団全体 を架橋するメゾレベルでの分析が不可欠であるとされている(樋

口2002)。

だが 日本の既存のエスニ ック研究は、多国籍化 した個人のアイデ ンティティの揺 らぎを

観察するか、法や制度 とエスニ ック集団との関係 を問うものが多 く、中範囲の準拠枠か ら

現象を考察 しようとする試みは管見の限 りない ものと思われる。

また、 日系ブラジル人を中心 としたニューカマー と地域社会 との関係 を問うこれ までの

研究の多 くは、群馬県大泉町や静 岡県浜松市 などブラジル人が圧倒的多数を占めて集住 し

て暮 らす コ ミュニティ'を調査対象地域 として きた(小 内 ・酒井2001)。 そ して、多数 を占

める日本人 とそ こに入 り込んできた 日系ブラジル人というホス トーゲス ト関係 を考察 して

きた。 しか し後述するように本稿で対象 とす る地域は、元々オール ドカマーである沖縄県

出身者の居住地にニューカマーである 日系南米人が移 り住むようになった経緯がある。 日

本人、沖縄人、(日 系)(2)南 米人な どが共存する地域の人々の関係は、垂直的な権力関係

を想定 して きたホス トーゲス ト関係だけには還元できない。それゆえ日本の将来的な多文

化共生を占うためには、 日本人 と移民 とい うマジ ョリティとマイノリティの二項対立的な

ホス トーゲス ト関係だけでな く、かつての移民 と現在の移民 とい うマ イノリテ ィどうしの

ゲス トーゲス ト関係を問 う必要 もある。

2-2コ ンタク ト・ゾーンとは?

本稿では、個人だけで も集団だけで もないメゾ レベルの分析を試みるため に、文化人類

学者MaryLouisePrattの 提唱す るコンタク ト・ゾーンの概念 を用い、多様 なエスニシティ、

文化を有す る移民や出郷者が暮 らす地域をみていきたい。

コンタク ト・ゾー ンとは異なる文化が出会う空間を指すが、Prattは その著書"Imperial

〔2}現在は彼 らのつながりで日系でない南米人も増加してきている。
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Eyes"で 以 下 の よ うに定義 してい る。

ソ 　 シ ャ ル サス ペ 　 ス

コンタク ト・ゾー ンとい う社会空間は、 まった く異 なる文化が出会い、衝突 し、格闘する場所

である。それは植民地主義や奴隷制度 など…しば しば支配 と従属 とい う極端な非対称的関係にお

いて生 じる。…コンタク ト・ゾー ンとは、植民地における遅遁の空間である。それは地理的にも

歴史的に も分離 していた人びとが接触 し、継続的 な関係を確立する空間である。それは通常、強要、

根本的な不平等、そして手に負えない葛藤 を巻 き込んでいる。(Pratt1992:4;田 中2007:31)

コ ンタク ト・ゾー ンとは、元来 は植民地支配の辺境 においてのみ現 れるものだ ったが、

Prattは 辺境 という概念が支配者か らの一方的な視点であ るとし、コンタク トという相互

交渉的な概念 を採用 した とい う。

「コンタク ト・ゾー ン」 は、地理的かつ歴史的な分離によって以前 は別れていたが、いまやその

軌道が交差す ることになった主体の空間的かつ時 間的な共存 を想起 させ る試みである。「コンタク

ト」 という言葉を使 うことで、植民地での出会いにおける相互作用的、即興的 な次元 を際立たせ

たい。 … 「コ ンタク ト」 という視点は、いかに して主体が相互 の関係 において、かつ相互の関係

によって構築されるのか ということを強調する。(Pratt1992:7;田 中2007:32)

Prattに とって、相互交渉 こそが コンタク ト・ゾー ンの特徴であ り、非対称的関係の中

での共存、相互作用、絡み合 う理解や実践が取 り扱 うべ き主題 となる。 コンタク ト・ゾー

ンとい う発想か ら同時共在的な主体 どうしの相互的な関わ りを中心 に置 くこ とによ り、ホ

ス ト社会の 日本人から、ゲス トの外国人、出稼 ぎ者な ど他者への一方的なまなざしに絡み

取 られることを回避、あるいは留保 しようと試みる。この ように個々の接触面に注 目して

いこうとす る設定か ら、垂直的なホス トーゲス ト関係 とな らんで 「水平」的なゲス トーゲ

ス ト関係 をも分析対象 とすることがある程度可能 となるのではないか。 ともすれば一面的

に見 られて しまうホス トーゲス トの構造 を内破するようなゲス トーゲス トの実践 を取 り出

す枠組 になると考え られる。

本稿で は以上のように、異 なる主体のコンタク トに注 目す る観点か ら地域 をとらえてい

きたい。

2-3エ スニック ・ビジネス研究の二つの課題

それではコンタク ト ・ゾーンの多彩 なエスニ ック状態 を考察す るための具体的な対象 と

しては、何が設定 されるのか。それは個人 と集団の双方 を視野に収め られる、エスニ ック

フー ド・ビジネスの空間である。
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従来のエスニシティ研究では、民族団体や宗教組織 、またはエスニ シテ ィを共有す る人々

の学生団体 などが、その分析単位 として選択 されることが多か った(小 川 ・寺岡1993)。

しか し、エスニ ック集団が多数集住する地域であって も、成員が点在 していた り民族団体

が不在であった りするために、公式の組織 が確立 されていない場合 もある。 さらにこれ ら

の団体は、 もっぱら一つのエスニ シテ ィを代表す る、またはそれ を志 向する場合が多 く、

集 団内部での複数形のエスニ シティや文化 のコンタク トが頻繁に観察 され るわけで はな

いo

そのような地理的凝集が弱い、または公的な代表機関がない地域のエスニ ック集団の動

向をみるには、エスニ ック ・ビジネスに注 目するのが一つの方法 となる。

エスニ ック ・ビジネスとは、「出資者 ない し経営者がマ イノリティに属 してお り、一定

程度の同胞を意図的に雇用 している企業 または商店」 と定義 されている(伊 藤1994)。 こ

れ らのエスニックマ イノリティによる企業や商店は、労働市場だけでな く、同業者、取引

先 にエスニ ックな同胞 との関係 を保ち、商業的な要素だけでなくインフォーマルセクター

の主要な構成要素にもなっている(HghtandGold2000)。 エスニック ・ビジネスは、エ

スニ ック集団の成員が臨界値 を越 えて一定数以上、地域 に居住するようになると誕生す る

ものであ り、特定の組織や 団体がない地域であって も存在す ることが多い。エ スニ ック ・

ビジネスの成立要因 として、かつてはエスニ ック集団の成員の一定範囲への集住が条件の

一つになっていたが、現代のマ イノリティの場合は必ず しも集住す る必要はない。 という

のも、ニ ューカマーは携帯電話やインター ネットで同朋たちの情報 を集め、エスニックな

商品 を電話やWEBを 介 して入手す るようになっていることも多いためである。エスニ ッ

ク ・ビジネスの店の側でも、売上の大半が通信販売や宅配 などによる場合 もある。

そのため、エスニ ック集団の公式の組織がない場合 も集合的現象 として対象化可能であ

り、その動態に注 目すると、特定エスニ ックマ イノリティの経済的パフォーマ ンス、エス

ニ ック ・コミュニテ ィの構成 ・ネ ットワー ク特性、 ビジネスの行為主体の適応 ・合理的選

択 などが判明す ると考えられている(片 岡2004,2005)。

日本のエスニ ック ・ビジネス研究は、主にエスニシティ研究や経営学 などで研究が蓄積

されてお り、エスニ ック集団ごとにさかんな事業の種類 を分類 しそれぞれのコス トとベ ネ

フィッ トか ら全体的な動向をみる ものや、特定の地域 のエスニ ック集団に注 目し彼 らの事

業の形成 ・発展 をみ る事例研究に分かれている(竹 下2003;高 橋2007;イ シ2009)。

しか し、文化の コンタク トを分析するにあたって、エスニ ック ・ビジネス研究を参照す

るだけでは不十分だ。 とい うの も以下の ような二点の課題が考え られるか らだ。

第一に、エスニ ック集団 どうしの関係が見えに くくなる危険性がある。全体的な動向や
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個々の事例のどちらを対象 とす るにせ よ、これ らの先行研究の目的は、あ くまで移民 コミュ

ニティの内部でエスニ ック ・ビジネスが果たす結節点 としての役割を分析 ・考察すること

であ り、他のマ イノリティとの交渉や衝突 などについて分析す ることが主 となっているわ

けではない。

在 日韓国 ・朝鮮 人とパチ ンコの例 にみ られるように、ビジネスをエスニック集団ごとに

分類する分析枠組は、あるエスニ ック集団に とってあるビジネス業種がなぜ選択 されるに

至ったのかを、主にマ ジョリテ ィとの関係か ら解 明することが 目的になる(韓2007)。 あ

るエ スニ ック集団の動向 を分析す るためにそのビジネスを分析す るのであ り、あるエ ス

ニ ック ・ビジネスを分析するためにエスニ ック集団を取 り上げるのではない。特 定のエス

ニ ック集団のことを対象 にしている以上、当然そのエスニ ック集団についての記述が主 と

な り、他のエスニ ック集団のことはあま り対象 とはされない。

また複数のエスニ ック集団を取 り上げて、それぞれの集団ごとに多いビジネス業種 を取

り上げた研究 もあるが、そこで もエスニック集団ごとのビジネス業種 の違いをみることが

目的であ り、エ スニ ック集団 間の関係 をみることを対象 としているわけではない(樋 口

2006)a

このように、集団 とビジネスを重ねる研究では、エスニ ック集団を分類 し、それぞれの

集団内部での役割 を記述することが主な目的 とされていた。 しか し、グローバル化が進展

す る中で多様化す るエスニ ック集団 どうしの関係性、もしくは集団間を行 き来 して生 きる

人び とも分析 の対象 として考える必要がないだろうか。

第二 に、これまでのエスニ ック ・ビジネスの分析で はホス ト社会 との交渉過程 は必ず し

も考察の対象 とはされてこなかった。エスニック ・ビジネスは、同胞 たちの生活の支援や

保護を目的に集団内部のメ ンバーを客 として成立する。パキス タン人による中古車輸出業

の例に見 られるように、その ようなニ ッチな商売は集団のメンバーでない ものに対 しては

なじみ深 いものではない(樋 口2006)。 この ようにエスニ ック・ビジネスの先行研究 はコミュ

ニテ ィ内部の機能 を見 る傾向があった。 しか しこの視点では、エスニック ・ビジネスをコ

ミュニテ ィ内部の結節点 としてみることはで きても、 コミュニテ ィを取 り巻 くホス ト社会

との関係が見落 とされて しまうのではないか。

以上の二点か ら、筆者はエスニ ック集団を基本軸 として設定 して きた従来のエスニ ック・

ビジネスの分析枠組では、エスニ ックマイノリティどうしの、 またはホス ト社会のマ ジョ

リティとのコンタク トを観察す るには限界があると考える。
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2・4エ スニ ックフー ド・ビジネス

それではこれ ら二つの課題に対処するにはいかなる方法が考えられるか。

第一の課題 に対 しては、問題が認識枠組 にある以上、研究視点そのものを転換すること

が一つの解決策 となる。す なわち異なる集 団とみ られている複数のエスニ ック集団に共通

して営 まれているビジネスの方 を基本軸 として設定す る。別 々のエスニック集団という軸

に基づ きビジネス形態 を読み解 くのではな く、逆 にビジネス形態 を軸 に個々のエ スニ ック

集団 どうしの関係 を解明 しようとい うのである。 ビジネス自体を参照軸 とす ることでエス

ニック集団を横断的 に観察できるようになる。

そ して多 くのエスニ ック集団に共通する ビジネス形態 を考 える と、何 よりもフー ドビジ

ネスが挙げ られる。横浜市や神戸市のチ ャイナ タウンや大阪市生野区のコリア ・タウンな

どの事例にみ られるように、エスニ ック集団の成員が一定数以上 になると、同胞 たちを相

手 にしたフー ドビジネスが成立する(山 下2000;池 田2002;河 合編2006)。 そ して、い く

つかのエスニ ック集団が混住 している地域 の場合、様 々な種類のエスニ ックフー ドの店が

並び立つ ようになる。

異なる文化を もつ人々が共在す るコンタク ト・ゾー ンで、複数のエスニ ック集団によっ

て展開されている共通の業種 としてのフー ドビジネスを対象 とす ることで、集団間の交渉

や葛藤や変化の考察が可能 となると考えられる。

第二の課題に対 して も、エスニ ックフー ドとい う視点が一つの処方 となる。同 じ宗派や

同胞を相手 とするハ ラール食品店などの例外 はあるものの、エスニック レス トランは基本

的にホス ト社会の人間に も開かれた もの となっているこ とが多い(樋 口 ・丹野2000)。 こ

のように、エスニ ックフー ドに関わる商売は、総 じて他のエスニ ック ・ビジネスよ りもホ

ス ト社会の人間にとってハー ドルが低 くなってお り、少 なくとも形式的にはコ ミュニテ ィ

外部の人間との関係構築が可能な状態にある。レス トランという舞台を置 くことで、マジ ョ

リテ ィとのコンタク トが観察 しやす くなるのではないか、 と考 えられる。

このような観点か ら、本稿ではエスニ ック・ビジネスの中でも、フー ドとい う移民 コミュ

ニテ ィ内外での相互行為が活発に行われていると考 えられる業種 に焦点を当てる。 このよ

うに設定す ることで、エ スニック・ビジネスの先行研究の知見に依拠 しつつ、マイノ リティ

どうしのゲス トーゲス ト関係やマ イノ リテ ィとマ ジョリティのホス トーゲス ト関係のよ り

詳細な分析 を試みる。

2-5エ ス ニシ テ ィ とフー ドビ ジネ ス

本稿 ではエ スニ ックフー ドの ビ ジネスにつ いて扱 うが、エ スニ シテ ィと食の 関係 を問 うの
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に外食 を対象 とすることに疑問を感 じる読者 もいるかもしれない。確かにこれまでエスニ ッ

クフー ドをめ ぐる多 くの研究 は、内食、すなわち家庭 における食事 を主な対象 として きた(黄

2002a,2002b)。 そ して、そのような場 における食をエスニック集団のアイデンティティや共

同性を担保す る対象 として描 いてきた。 しか し、エスニ ック集団成員の食事の場 は家庭 に限

られるものではない。出稼 ぎ者 として来日した移民は単身者であることも多 く、自分たちの

故郷の料理を提供 している飲食店やエスニ ックな食材 を販売する物産店を利用する姿がよく

見 られる。そ して来日後、彼 らが 自主的な生存戦略 としてエスニ ックレス トランや物産店を

始める場合 もある。移民の生活に影響を与えるエスニックフー ドを総合的にとらえるには、

家庭の食 と並んで、 レス トランや飲食店 も対象としなければならないだろう。

飲食業は比較的低資金で始め られる ものの景気の変動 とい う市場 の力が大 きく作用す

る。 また フー ドビジネスの空間に作用す るのはその ようなマクロな力だけではない。多数

の客を相手 とする レス トランや物産店 とい う場所では、 オーナーや シェフの提供 したい料

理 と客の求める好みやサー ビスなど、ときに相反する 「ミクロ」な力がせめぎ合って もいる。

経営者 は客のニーズに合わせて価格および質と量のバ ランスを常 に調整 していかなければ

ならないが、譲れない衿持や こだわ り、伝統の誇 りもある。一方で、伝統 をかた くなに守

るだけでな く、異文化 と混交 して新 しい味の創造が行われる場合 もある。

この ようにフー ドビジネスが展開 される空間は、店の思惑 と客の好み、マーケッ トの状

態、取引先や他店 との関係、伝統維持 と革新的創造など、複数の要素 とベク トルが絡み合

う場 として、諸力の交錯するア リーナとなっている。その意味で、地域 自体に加 え地域の

レス トランや物産店 自体 もコンタク ト・ゾーンであるといえる。そのようなヒ トやモノが

錯綜する場所 において、エスニ ックフー ド・ビジネスはいかなる機能を果た しているのか、

という問題に取 り組む。

3調 査対象地域

3-1対 象地域の歴史 と概況

それでは事例 に移 ろう。具体的なコンタク ト・ゾー ンは、 日本国神奈川県横浜市鶴見区

南部の臨海地域である。 この地域は、沖縄系住民 と南米出身の移住者たちが共存 し、衝突

や葛藤をはらみなが らも交渉がはかられる様子がみられる。その意味でこのフィール ドは

Prattの 定義に適合 し、現在進行形の コンタク ト・ゾー ンであるといえる。

横浜 ・神戸 ・長崎の中華街や大阪市生野区の コリア ・タウンな どエスニ ック ・タウンは

日本各地 に見 られる ものの、そ こで主 として映 し出 される表象はそれぞれ中国人、韓国 ・

Kyoto Journal of Sociology XVIII / December 2010



安 井:コ ン タ ク ト ・ゾー ンに お け るエ スニ ッ ク フー ド ・ビ ジ ネ ス 49

朝鮮人という単一のエスニ ック集団に よるものである。既存のニューカマーの生活を探求

す る研究 も、 コリア ・タウンやブラジル ・タウンなど単一のエスニ ック集団が集住 してい

る地域 を主に対象 として きた(成 田1995;小 内 ・酒井2001)。 対象地域である鶴見区のよ

うに、同 じ空間にさまざまなエスニック集団が暮 らす様子が可視化 されている地域 は、海

外 には多い ものの 日本には まだ珍 しい。 しか し、移民の多様化 と定住化に伴い、異なる文

化 をもつ人々が隣 り合 って暮 らす地域 も日本国内に増加 している。将来的に各地でこの よ

うな複雑な地域が出現す ることが予想 され、複数の文化が共在する地域のマルチエスニ ッ

クな状況 を解明す る必要 も高まりつつあると言 っていいだろ う。その意味で鶴見区は日本

の多文化共存を見通す重要な先駆的モデル として意義 を有する。

行政区分 としての鶴見 区は、神奈川県横浜市の北東部に位置 し、人口は272,298人(2010

年9月1日 現在推計)を 数 える(横 浜市総務局総務部総務課統 計係2010a)。 区内は北西

部の丘陵地、鶴見川流域の低地、臨海部の埋立地か ら形成 され、そのほ とん どは市街地 と

なっている。丘陵部 と鶴見川流域部は住宅地 となっているのに対 し、臨海部は京浜工業地

帯の一部であ り海に面 した工業地帯を もつのが特徴である。工業地帯につながる臨海部の

中心部は商業 ・住宅地域 となっているが、住工混在地区 も見 られる。

以下、地域のエスニ ック構成の時系列的な変遷 を追 うために、1952年(昭 和27年)度

から2008年(平 成20年)ま での、鶴見区の外 国人登録者数の推移 を以下に示す(図1)。

図1鶴 見区外国人登録者数推移(3)

(3)図1、 図2は 横浜市の統計データより筆者が作成 した(横 浜市総務局総務部総務課統計2010b) 。
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1952年(昭 和27年)か らほぼ横 ばい だった 外ll{1人登 録 者数 は1980年 代 末 か ら増 え始 め る、、

1988年(lll{和63イiこ)度 末 に3,02・1人 だ った 外 国 人登 録 者数 は2008年('D戎:19{i{〉 度 末

には9,716人 とな り、20年 間 で約3.2倍 と な った..

次 に80年 代 末 か ら増 加 した 外IKI人 登 録 者σ)内訳 をみて み よう、,1985年 度 末以 降の 、外

国 人登録 者 数の 国籍 別 の推 移か ら登録 者 数の 多い もの か ら ・部 を抜 粋 した もの を以 ドに示

す(図2L,

図2鶴 見区外国人登録者数推移(国 籍別)

1980年 代 まで外II4入 登 録 者の 大/tは 在 目韓 国 ・朝 魚F人 で あ'2た が 、80年 代 後'卜以 降 、

ニ ュー カマ ー の増 加 と と もに多様 化が 進 んで い る .1も と も と横 浜ll∫自体 、外 国 人登録 者数

が 多い地域 で はあ ったが 、2009年 度 末で横 浜ll∫の総 人目 に対す る外 国 人登録 者数の 占め る

割 合約2.2%に 対 して、鶴 見lx:は 約3.5%と な ってお り、 よ り外IKI人 比 率 の 高い1×:とな って

い る(横 浜4∫総 務局総 務 部総 務課統 計係2010bL、 以 ヒ、=つ び)図 よ り、現 在の鶴 見lx:が さ

まざ まなllミ1籍や 地域 の 人 々が 共存す る空 間 とな って い るこ とが イ メー ジで きた こ と と思 う、,

登 録 ～「数 は 外ll{【人 登 録 法 に よる 登 録 人llで あ る1952年(昭 和27{1こ)～1976年(昭 和51年)

1977年 〔Ill{和52{1こ}～2008年 いド成20{Dは 年度 末現 在σ)人llで あ る.

は 年 末、
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このような鶴見区のさまざまなエスニシテ ィを持つ人々の中で も、今 回取 り上げる沖縄

人と南米人が多 く暮 らすのは、かつて埋立地であった臨海部に集中 しているが、 どの よう

な経緯か ら彼 らがここに暮 らす ようになっていったのであろうか。

この地域は、明治末期か ら昭和初期にかけて、淺野総一郎や安田善一郎 といった事業家

によって埋め立てが進み、造船、製鉄、ガラス、製油などの大企業の工場が進出 した。以来、

臨海部は、隣接す る神奈川県川崎市の臨海部 とともに京浜工業地帯の中核 として発展 して

きた歴史を持つ(鶴 見区史編集委員会1982;横 浜市鶴見図書館1987;中 嶋1997)。

工業地帯の発達 とともに当地域では労働力不足が深刻化 し、それを補 うために 日本各地

からの出稼 ぎ者 を多数受 け入れ るようになった。1917年(大 正6年)頃 から、川崎の富士

紡績の女工 として沖縄から500～600名 がやってきて働 くようにな り、1935年(昭 和10年)

頃か ら鶴見区に も多 くの沖縄県出身者が暮 らす ようになった。 またこの地域 は、 日本帝国

の植民地か らも労働力を吸収 して きた。 日本の植民地政策の元、戦前か ら朝鮮半島出身者

が多数鶴見区に居住するようにもなった。そ してこの地域の下宿屋 には 「朝鮮人 ・琉球人

お断 り」 という貼 り紙を出 して沖縄出身者や朝鮮半島出身者を差別する ところもあ り、 自

然と同郷人どうしが集 まるようになっていった という(松 山2009)。

さらに沖縄 は、 日本 国内のみな らず海外へ も多 くの移民 を送 り出 して きた地域 であ る

(岡野2008)。1908年(明 治41年)の ブラジルへの移民開始の直後か ら、沖縄人の多 くが

ブラジルに渡っている。 さらに、1945年 の沖縄での地上戦の後、土地 を追われた人々や、

戦地や植民地か ら復員 した ものの米軍占領下の沖縄 に帰 るこ とが不可能 な県 内出身者たち

が、親戚や地縁 を頼って鶴見区やその周辺地域に移 り住 むようになった。 また同時 に日本

帝国の崩壊 に伴い、沖縄出身者だけでな く朝鮮半島や中国な ど様 々な国や地域の出身者が

集 まって暮 らすようになった。対象地域 に長年暮 らす沖縄そば(4)屋 のY店 オーナーは当

時の様子を知る人か ら聞いた話 として、 まるで闇市の世界の ようだった という証言を得て

いる。

【昭和20年 代30年 代 の地域の様子】

彪一主さんに燗 ぐと、在ヨの韓飼 の入、中画レしの入、それ と潭紹のノし、 そのノし亡ちが不法古拠 乙

でた らしいですよ。轄後。それ で樹争が収 まっでこっちにやっぱ ク来たん で、 るうノし撚 バ ラッ

クですよね、 るうだか ら6ラ 、本当言 うと増主 さん6.立 ち;週いでぽ しいっで想 った らしいけど

㈲ 沖縄の麺料理。小麦粉にかん水を混ぜて麺がこねられる点、切麺を手もみする点、茄でたあとに

植物油をまぶす点などが、中国の福建省あた りの麺文化 と共通する。だしが豚と鰹節のものがほとんどで、

混ぜ合わせることも少なくない。三枚肉とかまぼこを基本に しながらも、麺の上にのせる具は多様で、ねぎ、

よもぎ(フ ーチバー)、紅 しょうがなどの薬味を入れ、コーレーグース、ヒハツなどの調味料を振 りかける。
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そんな雰朗気 じゃなか った です。 よそ者がス っでぐると袋叩 きにあ づ、 そのよ うな環垢だ った

ら乙い。無法彪滞み,たいな るのだった らしい。齪後 っでそラい ラドサクサの話 っでよ ぐ燗 きま

ナよね。 まさにそれだったみたいですよ。

(Y料 理店 オーナー ・40代 男性)

そ して1972年(昭 和47年)に 沖縄が 日本に復帰するまで大量の学生、労働者が経済的、

個人的な理由で本土(5)へ 移住することとなる(岸2004)。 地域 には本土移動者である彼 ら

の一部 も暮 らす ようにな り、中には家族を呼び寄せ定住するようになったものも多い。そ

の中で戦後す ぐの時期か ら労働組合 などを組織 してきた沖縄人は、法人組織 として鶴見沖
おきつる

縄 人会をつ くり、「沖鶴会館」 と呼ばれるビルを中心に、その ような同郷出身者の住居や

仕事の世話 を受け持 って きた(三 宅 ・羽田2003)。

そ して1990年(平 成2年)の 出入国管理お よび難民認定法の改正(6)前 後か ら、ブラジル・

ボリビア ・ペ ルーなどか ら大量の出稼 ぎ労働者が来 日す るようにな り、日本各地で定住化

が進んでいる。そ して2000年(平 成12年)前 後か ら彼 らのつなが りで非 日系の南米人も

移 り住む ようになっている。2009年12月31日 現在、南米出身の中で最 も数の多いブラジ

ル国籍 登録者数は神奈川県では12,780人 であ り、県内の市町村別では横浜市に住むブラジ

ル人の数が3,556人 と最大 となっている(神 奈川県県民部国際課2010)。 さらに横浜市内

の区別では鶴見区に住 むブラジル人の数は1,519人 と最大 となっている(神 奈川県県民部

国際課2010)。 神奈川県で暮 らす ブラジル人にとって鶴見区が中心地なのである。

ブラジルだけでな くペ ルー、ボ リビアな どの出身者 も多い。これは先述 したように 日系

移民には沖縄 出身者が多 く、そのエスニック ・ネ ットワー クを介 して沖縄出身南米人の二

世、三世たちが多数移住するようになったためである(島 田2000;広 田2003)。

対象地域では沖縄出身者や南米出身者の移住に合わせて、沖縄や南米の料理を提供す る

サー ビスを経営す るものも現れ、地域内にエスニ ックな料理や食材 を提供する飲食店が多

数存在するようになった。

2009年(平 成21年)8月 の対象地域 における沖縄系、南米系 の両 レス トランと物産店

の地理的分布を地図上にあ らわしたもの を以下に示す(図3)。

㈲ 九州以北の日本本土を指す。そもそも外地に対する本来の領土、もしくは本国を意味した。近代

以降の日本における外地とは、 日本の属領や植民地であった外国の土地を指す。その意味では沖縄は外地

とはいえないが、沖縄では九州以北の日本を 「内地」や 「本土」と呼んできた歴史をもつ。

㈲ この法律の改定によって、海外に住む日系人に特別なビザが与えられ、日系人が 日本に合法的に

入国し働 くことが可能となった。
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図3レ ス トラン ・物産店分布図

ほ ノ　 ゴ　レら 　しニニ　レ　レ

対 象地域 は、 い くつ か 店が 、kち並ぶ 商店街 に沿 って、 区分 け され て い る1.本 町通 を中心

と した ・帯 には 、 ブラ ジ ル、ベ ルー な ど南 米の 食 事 を川す 料理1,11や物 産店 、 また ブ ラ ジル

か らの輸 人ブ ラ ン ド衣服 を扱 う フ ァ ッシ ョン店 な どが 並 び、観 光川 パ ンフ レ ッ トで は 「ラ
な か ヒ 　むリ

テ ン ・タウ ン」 と称 され てい る場 合 もあ る(京 浜急 行電 鉄 株∫亡会祉2007).一 ノ∫、 仲通 を

III心 と した...・帯 は、 沖縄 の 料理 店や 物 産店 、お ヒ産店 な どが 集 ま り、 また沖鶴 会館 もあ っ

て 「リ トル オキ ナ ワ」 と呼 ばれ る こ と もあ る、

3-2エ ス ニ ック フー ド ・ビジ ネス に関 わ る人 々の来歴

そ れで は この 地域 の フー ドビ ジ ネスに関 わ る人 々は どの ような経 緯 で移 って きたの だ ろ

うか.以 ドに イ ン タビュー か ら得 られ た レス トラ ンや物 産 店 オー ナー た ちの経 歴の ・部 を

簡 単に紹 介 しよう 、

沖 縄 系の フー ドビジ ネ ス関係 者た ちの 多 くは、1960年 代 、1970年 代 に沖縄 県 か ら移 住

した経験 を もつ,2004年('F成16イ}こ)よ り泡 盛 な どの 酒 類や 沖縄 の 食 材 な どを販 売す る

P物 産 店 を経 営 して い るオ ー ナー は1972年 に 沖縄 県 浦 添llfで ノ1ぽ れ、 製造 業 を営 んで い

た 父親の 兄を頼 って 家族 で 移住 したた め、 生 後3か 月か ら横 浜1!∫に暮 らす1.そ して は じめ

は横 浜ll∫緑 区 に行 き、3年 ほ どの ちに鶴 見 区に引 っ越 し した とい う,彼 は横 浜 で育 っ たの

ちに、 フ ァ ミリー レス トラ ンで の勤 務 を経 て 沖縄物 産 店 を開 いて現 在 に至 る.,
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地域で最 も老舗のブラジル料理店であるB店 の元オーナーは島根県出身であ り東京で働

いていたが、1968年(昭 和33年)に 沖縄出身の夫 と結婚 し、それを機にこの地 に移 り住

むようになったという。その後地域の病院で食事を作 る仕事を経て、無着色料 ・無添加物

のお惣菜屋を営業す るようにな り、のちに地域 に居住す るブラジル人のための食事 を作 る

ようになったことか ら、ブラジル料理店に転業 した。現在、彼女は娘に店の経営 を譲 り、

自身は近所の幼稚園にて給食調理を担 当している。

沖縄系の食材や土産物 を扱 う店では最 も規模 の大 きな0物 産店 オーナーは、宮古島の出

身だ。彼は若 くして沖縄本島に移 り住み最初 は貿易会社 に就職 し海外 で働いたあ と那覇で

スーパーを経営 していた。だが、経営不振により店をたたみ再起を賭 して、1985年(昭 和

60年)に 鶴見 に渡 ってきた という。当時はマーケ ットとして沖縄出身者へ貸 し出 されてい

た沖鶴会館の一階スペースを借 り、対象地域では先例のなかった沖縄物産店 を開いた。

地域 のボリビア人には、沖縄県出身者の移住地であるコロニア ・オキナワ(7)出 身のも

のが多い。アルゼンチン、ボリビアの料理 を出すL料 理店 オーナーは、ボリビアのサ ンタ

クルス州 にある第2コ ロニア ・オキナ ワで生 まれ、高校卒業後、1986年(昭 和61年)に

初来 日した。神奈川県平塚市の大手 自動車メー カーの工場で働いた後、ボ リビアに一度帰

国する。その後、沖縄の畜産試験場 に留学 した後、ボ リビアに戻 り実家の牧場を一年ほど

手伝い、再来 日して横浜市内の電気会社 に就職 して働いている。その後、親戚の経営 して

いたL料 理店を譲 り受け電気工事会社での勤務 との兼業で、店を営業 している。

同 じくボ リビア、アルゼ ンチ ン、ペルーな ど南米の料理 とともに沖縄料理 も提供す るE

料理店オーナーは那覇で生 まれた。彼女 は小学一年生の時 に両親に連れ られて第1コ ロニ

ア ・オキナワに移住 した。のちにアルゼ ンチ ンに一人移 り結婚 して子供が生 まれたのを機

に再 びボ リビアに戻 り1994年(平 成6年)に 来 日した。南米系住民 は日本各地での工場

勤務 を経たあと鶴見 に移 って きた人々が多いの に対 し、彼女は知 り合いが数多 く暮 らすた

め来 日当初か ら対象地域 に暮 らしている。

ブラジルの食材 や物産 を販売す るR物 産店 オーナーは、1989年(平 成元年)に 来 日し

群馬県伊勢崎町にある大手菓子 メーカーで働 いたあ と、静 岡県や神奈川県の 自動車 メー

カーなどで勤務 した。その後、一度 ブラジルに帰国 したが1994年(平 成6年)に 再来 日

して鶴見区に引っ越 してきた。 自力で商売 を行 なうことを夢見て、会社勤務 と並行 して他

の大手ブラジル物産店のアルバイ トで経験を積み、2003年 に友人か ら譲 り受けた現在の物

(7>1945年 以 降に、ボリビア共和国に移住 した沖縄県出身者が中心となって、1956年 に同共和国サ

ンタクルス県に建設した開拓移住地のこと。
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産店 を経営 している。

ブラジル料理店 を経営するS料 理店オーナーは新潟県生まれの父 とブラジル人の母 を持

ちブラジルのアマゾナス州のマナウスに生まれた。1997年(平 成9年)に 人材斡旋業者を

介 して来 日し、静岡県熱海市の旅館で働いていたところ地元出身の 日本人の夫 と知 り合い

結婚 した。 その後、静 岡県内において夫婦で共働 きを して きたが、2004年(平 成16年)

に地域で レス トランを経営 していた伯母が引退 したあとを居抜 きで引 き継いだ。

この ようにフー ドビジネス関係者 は地縁、結婚、親の転職、就労 など様 々な事情で移住

して きた。彼 らの多 くは、琉球諸 島や南米各地の沖縄出身者の移住地で生 まれ育 った り、

そうした人を父母に もった り、あるいは彼 らと婚姻関係を結んだ りと、何 らかのかたちで

「オキナ ワ」 と関係 を有 している場合が多い。

4エ スニ ック フー ド ・ビ ジネ スの 現状

次 に、これ らのオーナーの展開す るビジネスの現在の様子 をみていこう。 コンタク ト・

ゾー ンにおけるフー ドビジネスでは、異なるエスニシテ ィや文化を もつ人やモノのコンタ

ク トは起 こっているのだろ うか。起 こっているとすればそれはいかなるものか。

4-1店 内空間 ・メニューに見 られるコンタク ト

故郷 を離れて異郷に暮 らす人がエスニ ックレス トランに行 く場合、彼 らは単に栄養を摂

取す るだけでなく、慣 れ親 しんだ味、風物や音楽な どに触れることで、故郷を偲ぶ。そこ

で料理 と並んで重要な役割 を果たすのが、建物の様式や店内に飾 られた装飾品などである。

コンタク ト・ゾー ンのエスニックレス トランの空間はいかに演出されているのか。

南米系のレス トランでは、ブラジル、アルゼ ンチ ン、ボ リビアな どオーナーの出身国の

国旗が よく飾 られている。 またボリビアとアルゼ ンチ ンを行 き来 した経験をもつ オーナー

の店では、両国の旗が飾 られるこ ともある。

たとえば、 日本人男性 と結婚 したブラジル人女性の経営するブラジルレス トランS料 理

店では、ブラジルと日本の国旗 を対角線で分割 し一枚 に組み合わせ た旗が飾 られている(写

真1)。 オーナー夫妻による説明では、日本 とブラジルのつ なが りを表す ものであるとい う。
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写真1ブ ラジル レス トランに飾 られた旗(S料 理店)

また沖縄 ・南米 料∫Illを提 供す るE料 理 店で は 、店内 がテ ー ブル と イスで 食'拝をす るフ ロー

リングの空 間 と、机 と座 布IJ'1で食 肇をす る畳 の空 間 に分か れて い る..フ ロー リン グの スペ ー

スで は、 壁 にボ リ ビア国 旗や"BOLIVIA'¶ とIl}:かれ た モ ビー ルや コ ロニ ア ・オキ ナ ワで実

際 に 行われ て いた 野外 で の窯 に よ るパ ン焼 きの様 ∫・の絵1山iが掛 け られて い る.、畳 の スペ ー

スで は、 占い海 と白い 砂浜 を背 景に 三線 とハ イビスカ スが 並び 「沖縄 」 とロゴが 、1}:かれ た

ポ ス ターや 、琉 球 ノ∫、㌃の こ とわ ざがll}:かれ た カ レン ダー な どが張 られ、 沖縄 イ メー ジを想

起 させ る構 成 とな ってい る..

店 内の テ レビで は、 日本 人客 が 多い場 合はll本 の民 放 番組 を、 南 米系 の 若者が 多 い場 合

は イン ター ネ ッ ト配 線 で スベ イン語の ニ ュー ス番組 や ボ リビアや ペ ルー の歌 アや タ レン ト

の プ ロモー シ ョン ビデ オ な どを流 して い る この よ うに 店内 空 問は沖縄 系 とボ リビア系 と

に=分 され てい る.

内 装 に1川え て、 店 の提 供料 理 を紹 介 す る メニ ュー も店 の雰 囲 気 を 形作 る 重要 な 要 素 と

な って い る 食 堂や レ ス トラ ンで 食 を楽 しも うとす る人 々は 、店 内で 渡 され る小 冊fや 壁

に あ る張 り紙 や ボ ー ドに 、1}:かれ た メニ ュー をみ て、 自分の 食べ た い料理 を探 し注 文す る

メニ ューは 、 レス トラ ンで提 供 され る料理 に は、家 庭 で同 様の 料理 が 調理 で きな い よ うな

技 術 、設 備 、お よび 魅 ノ」的 な材 料が必 要で あ る とい う認識 を'♪え る そ して メニ ューのll

的 は、 その よ うな認 識 を持 っ た客 にその 店 な らで は の 料理 を注 文 して もら うこ とで あ る.,

そ の ため メニュ ーは 魅 力的 な料理 の"jl真 で 客 の注 意 を 引 き、珍 しい料理 の説 明 をす る こ と

で、 料理 を洗練 され た魅惑 的 な もの に 見せ なけ れ ばな らな い、.メニ ュー は いわ ば レス トラ

ンの顔 であ り、 その ため に レス トラ ンの メニ ュー 表記 には 店そ れぞ れのIl夫 が 見 られ る、.
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地域の レス トランの全体的な状況 を一覧す るために、メニューの形式 について、まとめ

たものを以下に示す(表1)。

表1エ スニ ック レス トラン メニ ュー一覧 表

Y

B

0

E

K

s

F

L

N

C

A1!A2〔8}

提供料理

沖縄

ブラジル

沖縄

ボ リ ビア1

ア ルゼ ンチ ン1

ペ ル ー!沖 縄

沖縄

ブラジル

ペ ルー

ボリビア1

アルゼンチン1

沖縄(酒類のみ)

沖縄

ブラジル

ブラジル

形式

壁掛けの木札

冊子 ・黒板

冊子

冊子

壁掛けの木札

冊子

冊子

冊子

冊子

冊子

冊子

表記の有無

日本語

0

0

0

0

0

0

x

0

0

0

0

ポ ル トガル語

x

0

x

0

x

0

x

X

x

0

0

スペ イン語

x

x

x

0

x

x

0

0

x

x

x

注

日本語ページ

にはローマ字

併記あり

F店 のようにスペ イン語表記のみのメニューの店 もあるが、ポル トガル語、スペ イン語

な ど日本語以外の言語を併記 して客に対 して便宜を図っている店 も多い。た とえば、同一

店内で複数地域の料理 を提供す るE料 理店では、一冊のメニュー内で沖縄料理 と南米料理

にページが分け られて記載 されている。沖縄料理のページでは、料理の写真 とともに、漢

字カナ交 じりの 日本語で料理名が表記 され、さらにその下にローマ字で読み仮名がふ られ

ている。南米料理のページでは、スペ イン語の表記の下に日本語で表記が され、カ ッコ書

きで料理の説明がされてい るもの もある。豆料理など一部の料理にはポル トガル語の表記

が付いているもの もある。 さらに沖縄の食材を南米風に調理、味付 けするな どの創意工夫

を経て開発 された料理は、店のオリジナル品として特記 されている。

店 によっては多言語で表記す ることによって、 日本語に不慣れな言語話者 も注文をしや

すいようになっている。 また、沖縄料理 は日本語、南米料理はスペイン語 を先 に表記す る

など、料理のジャンルによって表記 される言語の順序 を変えるような配慮 も見られる。言

(81A1 、A2は 同 一 オ ー ナ ー の 経 営 に よ る店 。
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語 による障害を減 らし、様 々なエスニック集団の客 を集客 しようとしている。多文化が共

在する地域 において、エスニ ックフー ド・ビジネスを継続するための工夫 と言える。

4-2従 業員のエスニシテ ィ構成

一般 にエスニ ック企業 における従業員は、同一エスニック集団メンバーやオーナーの家

族であることが多い とされる。 しか し、 コンタク ト・ゾー ンにおける就業機会がエスニッ

クな出自と関係な く平等であるはずな らば、同一店内の従業員のエスニシティ構成は地域

のエスシティ構成に比 して多彩になるのではないだろうか。

調査の結果に基づいて各店 ごとの従業員のエスニシティ構成を表に示す(表2)。

表2オ ーナーの来歴と従業員のエスニシテ ィ構成

Y

B

0

E

K

R

U

P

S

F

L

N

C

Al

na

オーナー
出身地

神奈 川県 ・
鶴見

神奈川県 ・
鶴見

沖縄 県 ・宮古 島

沖縄 県 ・
那覇

沖縄県 ・数久
田

ブ ラジル ・
サ ンパ ウロ

沖縄県 ・
金武

神奈川県 ・
鶴 見

ブラ ジル ・
マ ナウス

ペ ルー ・

ワ チ ャ

ボ リビア ・
サ ンタクルス

沖縄県 ・中城

ブラジル ・

サ ンパウロ

ブ ラ ジ ル ・
パ ラナ ー

ブ ラ ジ ル ・
パ ラナ ー

(家族の)移 住の経路

(祖母)沖 縄県泡瀬→兵
庫県尼崎→鶴見

鶴
婚
↓
結鷲編麟

観
働
警

宮古島→商社勤務で海外
を回る→那覇→鶴見

那 覇→ ボ リ ビア ・サ ン
タク ルス → ア ルゼ ンチ
ン→ サ ン タク ルス →鶴

見

数久田→鶴見

伊
神謄繭

・
岡
匹

ウ
静
旭

パ
↓
県

ン
崎
川

サ
勢
奈

金武→大阪市大正区→
鶴見

(父)那 覇→神奈川県青
葉区→鶴見

マ ナウ ス→ 静 岡 県熱 海
→鶴 見

ワチャ→鶴 見

サ ン タク ル ス→ 小 田原
→鶴 見

中城→鶴見

サ ンパ ウ ロ→ 東京 → 鶴
見

不明

不明

オーナー
性 別

男

女

男

女

女

女

女

男

女

女

男

男

女

女

女

オーナー
年齢

40代

30代

60代

50代

60代

40代

60代

30代

40代

40代

40代

30代

40代

50代

50代

従業・数(従難 数)

9 (1)

3 (o)

6 (4)

3 (1)

z (1)

a (1)

a (o)

i (ol

z (1)

0 (0)

3 (3)

2 (z)

3 (3)

2 (1)

3 (o)

従業員出身内訳

鶴見3人

サ ンパ ウロ3人

那覇4人 ・鶴見
2人

.
人
人

l
ー
ア
ア
ビ
人

ビ

ン
ー

リ
ロ
京

ボ

コ
東

鶴見2人

サ ンパ ウロ2人

鶴見1人

熱海1人 ・横浜
1人

サ ンタクルス
3人

中城2人

サ ンパウロ3人

パラナー1人 ・

サ ンパ ウロ1人

パラナー2人 ・

サ ンパ ウロ1人

備考

他に
アルバ イ ト
29名

他 に
アルバイ ト
8名
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Y料 理店、0物 産店、E料 理店、R物 産店、P物 産店、■料理店、N料 理店ではオーナー

の両親や きょうだい、こどもなどの家族が勤務 していることが確認された。地域のエスニ ッ

ク飲食店では、基本的に自らの所属するエスニ ック集団の成員 を雇用 している。

しか し規模が大 きくなるにつれ、家族以外の従業員 も必要 となって くる。その場合、必

ず しも同じエスニ ック集団のメンバーが確保で きるとは限 らず、異なる文化 をもつ人々を

雇用す るケース もみ られる。た とえば、0物 産店ではアルバ イ トの店員 として男子高校生

が働 いているが、彼は中学生の時にブラジルか ら家族で移住 した経験をもつ。 またY料 理

店では、以前から南米出身の人 々を雇用 して きてお り、現在 もパー トとしてペルーか らの

移住者が働いている。

補充要員 として一時的 な雇用関係が主であるものの異 なるエスニ ック集団の成員が従業

員と して働いていることもある。その ような状況では同一集団の成員 どうしでは考え られ

ないような、文化習慣の違いか ら問題が発生す る場合 もある。なかで も言語の壁 は大 きい

と思われ る。Y料 理店ではペルー人の従業員が働いているが、その際、言葉の問題はない

か という筆者の質問に対 して、オーナーは以下の ように答える。

【業務の簡易化】

ここの仕尋ぬ一 シンプルな丑事だか ち,,亡 とえぽい ぐつ一とか数とか っでのがわか ると大体 こ

なぜる るんなの。珂が今い ぐつかっで、そ ういうのだいたい鴬 えで ぐるの。

(Y料 理店オーナー ・40代 男性)

Y料 理店は沖縄 そばが主力商品であ り、自らの店 をハ ンバーガー店や牛丼屋 などのファ

ス トフー ド店 と競合す るものと位置付 けている。そのため、客の入れ替わ りを示す回転率

を高めるため、注文を受けてか ら料理を出す までの時間をとことん まで速 くしている。

【マク ドナル ド化 しているY料 理店】

うちぱ回転が勝負の店だか ち。`一 ノしの客が)店に滞在 する碍…周ぱノ大体平均 乙で一五分か二〇分

ぐらいでナね、長 い入 でる。短 いノしなんか る一五分 で。 ソバが本当に一分.以内 で出るん でナよ。

早 いですよ、本当に・ るうそこ箸が 産まっ でるん ですよ。 なか でタク シーの運転:手なんか、タ

クシーの運転1手が車 を益 める どやないですか、6ラ 箸 るっで待っでるわげですよ、エンジンか

けで箸6っ で食べ で、 るラナ ぐそのまま。 ファズ ハフー ド労な感覚 で調理 乙でお クますか らカ。

(Y料 理店オーナー ・40代 男性)

この ように速度を重視 して仕事が簡略化 されているため、言語の問題 は大 きな障害にな

らない とY料 理店 オーナーはいう。 コミュニケーシ ョンのための手段 として、習熟 に時間
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とコス トのかかる言語の代わ りに、マニュアル化 された動作 と簡単な単語を覚えることで、

接客の仕事がで きるようになっているのである。この ような業務が可能 となっているのは、

商売 を円滑に進めるためにどの ような従業員にも仕事が適応で きるように労働環境 を整備

しているか らに他 ならない。オーナー自ら述べ るようにY料 理店 はファス トフー ドに近い

形態 を取 ってお り、合理化が進んでいる。多文化地域のエスニ ックフー ド・ビジネスでは、

店の経営形態に沿ったかたちで、 ビジネス上の問題への対処が なされ、文化間の折衝が行

われているといえる。

4-3客 層のエスニシテ ィ構成

エスニック ・ビジネスにおいて何 よ り重要 なのは顧客である。金融業や電話通信会社、

中古車販売業な どある程度顧客層が制限される他の ビジネスと異 な り、薄利多売 なフー ド

ビジネスが発展す るには、地域のエスニック集団だけでな く、不特定多数の客 も相手 にす

る必要がある。 その場合マ ジョリテ ィである 日本人客の獲得が重要 になる。4-1で みた よ

うに、店側 もさまざまな客を集めようと工夫 しているが、実際の ところどのような人々が

客になっているのだろうか。

沖縄そばが主力のY料 理店では、1990年 代前後か ら地域 に移 り住 んだ南米人たちが来

店す るようになったという。南米系の客の多 くは、南米各地の沖縄県出身者の コロニアで

育った経験 を持つ。彼 らは日本まで出稼 ぎに来て、故郷で食べて きた沖縄料理の味を懐か

しみ、Y料 理店 を頻繁 に訪 れるようになった。4-2で 上げたY料 理店従業員の中には、店

の味が気 に入 り通い詰 めたのちに店で働 くようになった人々もいるとい う。 しか し現在、

そういった南米か らの移住者 の客は減 っている。Y料 理店 オーナーは、80年 代末、90年

代初頭 に来 日した南米人は出稼 ぎを終 え帰 国し、 または定住化 し家庭で食事 をす るように

なるなどして店 にはあ まり寄 り付かな くなったのかもしれない、と分析 している。

代わ りに現在では、沖縄系でない 日本人客の割合が増えたという。それ ら地元外の客の

割合 は、土 日祝 日にはよ り多 くなる。そういったY料 理店 を訪れる地域外の客の中には、

店での食事体験 をWEBペ ー ジや プログに記事 を投稿する もの もいる。彼 らの記事 では、

対象地域は 「沖縄街」「沖縄区」「リ トル沖縄 」「鶴見 ・沖縄 ス トリー ト」 といった名前で

呼ばれ、執筆者の多 くはY料 理店など沖縄料理店で食事 をす るとともに、す ぐ近 くにある

0物 産店やU物 産店で沖縄の食材やお土産品を買ってい く(大 塚2003)。 同時に、それら

のペ ージには、「沖縄好 きな関東在住の方 は一度 はいかれてみて下 さい」 といった紹介文

もみ られ、関東 にいながら沖縄の風物を楽 しめる場所 として認識されていることがわかる

(池田2004)。 この ように一部の 日本人客は観光 目的で訪れ、沖縄 イメー ジを消費 している

Kyoto Journal of Sociology XVIII / December 2010



安 井:コ ン タク ト ・ゾ ー ンに お け る エ ス ニ ッ ク フー ド ・ビ ジ ネス 61

といえる。そ ういったプロガーの中には沖縄料理 ファンもいて、鶴見区の沖縄料理店を訪

れるたびにWEB上 で記事をアップロー ドしてい るが、店 を訪れ る頻度は多 くて月に一度

か二度であ り、毎週のように店を利用する常連客 とはいえない。

Y料 理店は個人のホームページな どと並 び、テレビ番組や新聞、雑誌な どのマスメディ

アに取 り上げ られることもある。マスコミに取材 された場合、客の数は一時的に増 えるが、

その ような一見客が リピー ターになるのは難 しいともいう。

このように沖縄系の レス トランでは 日本人客の数が増 えてはいるが、その多 くは一過性

の観光客であ り、地域 内に暮 らす 日本人であって も 「近 くで楽 しめる沖縄」 を楽 しむツー

リス ト的なまなざしの元 に店を訪れる人であ り、客層の主力は地元の沖縄人である。

一方、南米系 の レス トランでは どうだろうか。南米系の住民 を主 な顧客 としてお り、 日

本語のメニューが存在せず、一見の 日本人客にはやや敷居が高 く感 じられると思われる店

もあるが、多 くの店では日本人客 を求めて、日本語の広告を出 した り、WEBペ ー ジを作

成 した りして周知をはかっている。た とえば、ボ リビアやアルゼ ンチ ンの料理 を主 とす る

L料 理店でもイ ンターネッ トの グルメサイ トに店紹介 を掲載 してい る。L料 理店オーナー

によると、地域の南米出身の客 も多い ものの、 インターネッ トサイ トを見て電車に乗って

店を訪れる日本人客 も増 えつつあるとい う。 タンゴやスペ イン語の学習者な ど様々な興味

関心か ら南米とつなが りをもった 日本人客が、 アルゼ ンチ ンのムー ドを求めて来店すると

い う。 しか し、そういった客たちは地域か ら離れて暮 らす遠方の客であ り、そう頻繁に訪

れるわけではない。L料 理店の主要な客はオーナーの親族が経営す る電気会社で働 く沖縄

系ボリビア人従業員たちである。

沖縄、南米双方の料理が楽 しめるE料 理店でも主な客層は南米料理を楽 しみに来る、地

元の工場勤務のボ リビア人やペルー人の客である。またブラジル人客が訪れる場合 もある

という。南米系の客が多い一方で、複数の国や地域の料理が楽 しめる店 として有名なE料

理店 には沖縄系、南米系以外にも多彩なエスニシテ ィの客が訪れる。オーナーはスペ イン

語 と日本語 しかわか らないのに、ロシア語 しかわか らない客が来たこともあって困ったこ

ともあるという。多種多様な客の中には店に通い詰めてオーナー と仲良 くなり、店が忙 し

い時期には臨時のアルバイ トとして働 くようになった東京在住の 日本人女性 もいる。

その一方で、言語や生活習慣の違いか ら店に苦情の持ち込みや、客 と従業員の衝突が発

生す ることもある。た とえば、E料 理店開店当初はボ リビア人客が多かったのだが、「彼

らの騒 ぐ声が大 きくて迷惑だ」 と沖縄人客が訴 えたため、南米系客向け と沖縄人を含む日
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本人客向けの二種類の店舗 を用意するように したとい う(9)。 また、次のインタビューに

あるような一触即発の状況になったこともあるとい う。

【E料理店 におけるブラジル人客のク レーム】

ホ ール孫ペルーのノし、 アルゼンチン出身のペル ーの入だ ったん ですぬoそ の入燃 そのブ ラジ

ルの入 にスペ イン房 で話:しか げた らしいん ですoピ その客が ブラジルλだ とノ知 らなぐで。 それ

でrこ こぱ月本 なのに、何 でお労ぱズペ イン譜:使うんだソ と食 っでかか っでるん です、その8

,系ブラジルのノしoそ の入にガ 乙で多分 むかついでいたの燃 ブラジル っでβ系 ブラジルっで分

かるのに、スペイン語効 らな ぐでポル ゐガル語 しか効 らないの～こ、ズペイン語 で話 しかけ られた、

ですね。一応 ぞ'ういラ感 じだか ら/一ここぱヨ本だか らヨ本語話ゼソ っで言われ で、 ナこいけん

か腰 で。 るラ手出 さんばか クの療 どだ ったので。あ 一なんか鎌なのかな一と,齪っで。

(E料 理店オーナー ・50代 女性)

日系 ブラジル人の客にペルー人従業員が客の分か らないスペイ ン語 で応対 しようとした

ために、客が怒ったという。そのような経緯から、E店 では表1で 示 した ように、メニュー

にポル トガル語のページを設 けるなど多言語対応の配慮 を行うように した。

コンフリク トが生 じる一方で交流がはか られている場合 もある。A料 理 店の店内の壁 に

は 「まちたんけんでお店 をみせて くれた り色 々な事 を教 えて くれてあ りが とうござい まし

た」 とい ったメッセージが書かれた、店 を見学 した子 どもたちか らのお礼状が貼 られてい

ることか ら、地元小学校の地域学習で店が活用 されていることが伺 える。

同様の イベ ン トは近隣の各地域の学校や団体によっても広 く行なわれ、横浜市 内の中学

校や高校の生徒たちやNPOな どがフィール ドワー クと称 して、地域の沖縄物産店や南米

系 レス トランを見学することも多い。

これらの事例からみると、一見、エスニ ックフー ド・ビジネスの店が、コ ミュニテ ィの

外部 にもある程度 開かれた場所 となっているよ うに思える。 しか し、 この ような見学者

や訪問者が レス トランや物産店で食事や買い物 をして実際に店 を利用す ることは少ない。

オーナーたち も見学や地域案内の依頼があればなるべ く引 き受 ける ようには しているが、

多忙 な業務の合間に学生の相手を して も利益 を生 む見込みは少な く、実際のところあま り

歓迎 してはいない。 また、そ ういった形で地域 を訪れた鶴見区外か らの見学者 と店側 の関

係が後々 まで も継続 されていることは少ない。沖縄 や南米のエスニ ックな表象が分か りや

す く可視化 された地域の店を見物 して回ることが、あ くまで一度きりのエスニ ック体験や

異文化学習になっている。

(9)た だ し2010年 現 在 は 一 店舗 の み の営 業 とな っ て い る。
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5分 析

ここまで内装、メニ ュー、従業員、客層 などのアクターか ら、 コンタク ト・ゾー ンにお

けるエスニックフー ド・ビジネスの現在の状況をみてきた。あ らためて コンタク トの状況

についてまとめたい。

3-1の 「よそ」;孝がし入っで ぐると{袋叩 きにあ ラよ うな環境=」という証言にあるように、戦

後の時代、対象地域 は外部のマ ジョリティである 日本人 に開かれた もの とはなってい な

かったと考えられ る。 さまざまなマイノリティの集住す る閉鎖的な地域であ り、エスニ ッ

クフー ド ・ビジネスの店はエスニック集団成員が集 まり内部の凝集力を高める場所であ っ

た。一方で、沖縄人のY料 理店前 オーナーが生前 に店で行っていた無尽講に近所の韓国 ・

朝鮮 人も参加 していたという証言 もあ り、沖縄 人と在 日韓国 ・朝鮮人 とい うマイノリティ

どうしのコ ンタク トは衝突や交流 など様々なかたちをと りなが ら一定程度、存在 していた

と思 われるQ

現在の対象地域 において も、4-3で みたようにエスニ ックフー ド ・ビジネスの客層の多

くは、基本的に地域 に暮 らすエスニ ック集団の成員である。沖縄人 も南米人も地域住民 と

して両方の料理 を出すエスニックフー ドの店 を訪れることがあ り、現在 もマ イノリテ ィど

うしのコンタク トが起 きている といえるが、それは言語や習慣 の違いか らコンフリク トに

なることもある。

このように過去 も現在 もエスニックフー ドの店では、マイノリティによる衝突や交流な

どのコンタク トが維持されているといえる。

では一方、ホス ト社会のマ ジョリテ ィとの関係 についてはどうか。 レス トラン、物産店

はマ ジョリティである日本人 もマイノ リテ ィたち と入 り混 じって交流す るような場所へ と

変わったのだろうか。南米系の店舗 において も、4-1の 店の内装やメニュー表記の工夫 に

見 られるように、一部の店では自分たちの もの とは異 なる言語や文化、エスニ シテ ィを持

つ客 に向けた対応 をしている。 とはいえ、 日本人客の多 くは一過性の ツー リス トであ り、

顧客 という観点か らは店 とホス ト社会 に継続的な関係が確立 されているわけではない。写

真1の ように 日本 とブラジルが融和す るような積極的 な交流関係が築かれているとはいえ

ず、マイノリティどうしの コンタク トに比べて、マイノリテ ィとマジ ョリテ ィとのコンタ

ク トは相対的に少ないもの と思 われる。 しか しなが ら、 日本人客 とのコンタク トが全 くな

いわけではない。

たとえば、4-2の 表2に あるE店 の従業員の一人は東京都に暮 らす20代 の女性 であ り、

元々は店の味が気 に入った リピー ター客であった。彼女は店によく通 ううちにオーナー と
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も仲良 くな り、昼の郵便局勤務 と並行 して夜だけ店で働 くようになったという。雇用 とい

うかたちではあって も関係が構築 されている。 これ もまた食の場 におけるコンタク トを通

じたエスニ ックな境 界を超 える実践 といえるだろ う。少ないなが らもマ イノリティとマ

ジョリテ ィの問にはフー ドを通 じた コンタク トがみ られる。

6お わりに

ここまで筆者は、多文化共生事業の中で3Fと して一律に批判 されがちなエスニックフー

ドとそ こに関わる人びとのあ り方を見ようとしてきた。異文化学習 としての レス トランや

土産物屋 見学のように、食は軽 く表層的な もの として扱われることもある。 しか し一見取

るに足 らないようなフー ドビジネスの内部を観察 してみれば、食 を通 じたさまざまなコン

タク トが行われ、レス トランや物産店ではエスニ ックマ イノリティどう しの継続 的な関係

が続け られている。 コンフリク トが発生するような事態があって も、その後 同じような状

況に陥 らない工夫や交流 などの微細 な実践が積み重ね られている。 またマ ジョリティとマ

イノリティの間でも、ある程度の関係が構築 されている場合 もある。

本稿は、エスニ ックフー ドの現場での異 なる文化の他者 とのコンタク トに着 目すること

で、フー ドに関わるエスニ ックマ イノ リティの実践を見ることを試みた。エスニックフー

ド・ビジネスは、確かに 「異文化への親 しみを高める」だけで終わる場合 もしば しばあるが、

なかにはフー ドを入口にして、雇用関係やステ レオタイプの是正 などさらに踏み込んだ関

係へ と発展する場合 もある。そのような一見 ミクロな取 り組みに注 目することでは じめて、

実現可能な多文化共生の道 は見 えて くるのではないだろうか。
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Ethnic Food Business in a Contact Zone: Okinawan & South 

American Restaurants and Souvenir shops in Yokohama City

Tsurumi Ward

Daisuke YASUI

     This paper gives an insight into a so-called Contact Zone where people with 

various cultures and ethnicities live together. In doing so, it also makes a report on 

the history of this area, along with the current conditions of Okinawan and South 

American people's ethnic food business. 

     The main question raised in this paper is whether food culture with various 

backgrounds divides people into those who eat it and those who do not, or the 

enjoyment of food rather brings forward people's harmony. This paper analyzes this 

question based on my investigation of restaurants and souvenir shops in Yokohama 

city Tsurumi ward where residents from Okinawa and South America live together. 

The result of the investigation is as follows. 

     Ethnic restaurants produce cross-cultural exchanges, and some restaurants 

have furnishing goods and national flags to imitate cultural contacts. The menu in 

such restaurants is written in two or more languages like Spanish, Portuguese and 

Japanese in an attempt to attract guests of various ethnic groups. 

     In a lot of ethnic restaurants & shops, the main employees come from the same 

ethnic group. However, some restaurants & shops employ members of different ethnic 

groups, whose simplified operations help leap language barrier. 

     The main clients of these restaurants & shops come from a certain ethnic 

minority group. However, in some cases, guests from the majority group continue to 

have relations with ethnic minorities through employment relations etc. 

     In shops selling ethnic food, contacts between the ethnic minorities are 

maintained. But this not only creates a chance for communication but also leads to 

conflicts. Although the numbers are relatively few compared with minority's contact, 

the contacts between the majority and the respective ethnic minorities through food 

have been maintained.
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